
未来　　が見える
視点を変えればN R I 講 座

風
力
発
電
は
従
来
と
比
較
し
て
５
倍
、
太

陽
光
発
電
が
12
倍
、
原
子
力
発
電
が
２
倍

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
20

年
ま
で
の
中
国
に
お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

投
資
総
額
は
４
・
５
兆
元（
約
69
兆
円
）に

達
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
今
後
公
表
さ
れ
る
予
定
の
新
政

策
に
は
風
力
、
太
陽
光
、
原
子
力
以
外
に

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

車
を
含
め
た
５
大
領
域
に
関
す
る
発
展
目

標
と
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。（
図
１
）

セ
ル
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
に
関
し
て

は
、
既
に
淘
汰
の
時
代
が
終
わ
り
、
勝
ち

組
み
企
業
が
明
確
に
選
別
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
彼
ら
は
勝
ち
続
け
る
た
め
に
新
た
な

戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
中
国
の
代
表

的
モ
ジ
ュ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
無
錫
尚
徳

（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
）と
保
定
英
利（
Ｙ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｉ
）は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
戦
略

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
無
錫
尚
徳
は
川
下

へ
事
業
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
に
対
し
、

保
定
英
利
は
川
上
で
あ
る
ポ
リ
シ
リ
コ
ン

原
料
の
製
造
に
事
業
範
囲
を
伸
ば
し
て
い

る
。川

下
の
シ
ス
テ
ム
構
築
、
発
電
事
業
投

資
に
お
い
て
も
新
規
参
入
者
が
続
出
し
て

い
る
。
国
内
の
重
電
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
東

方
電
気

や
上
海

電
気
に

加

え
、

海
外
か

ら
Ｇ
Ｅ

や
シ
ー
メ

ン
ス
な
ど

の
企
業

も
進
出

し
て
く
る

と
想
定

さ
れ
る
。

（
図
２
）

政
府
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
発
展
を

推
進
す
る
背
景

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
埋
蔵
量
は
、
石
炭

資
源
は
豊
富
だ
が
、
採
掘
可
能
な
石
油
、

天
然
ガ
ス
と
な
る
と
乏
し
い
。
特
に
石
油

の
埋
蔵
量
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
全
体
で

見
て
も
乏
し
く
、
現
時
点
で
確
認
さ
れ
て

い
る
石
油
埋
蔵
量
は
約
54
億
ト
ン
で
あ
る
。

年
間
使
用
量
が
約
11
億
ト
ン
で
あ
る
こ
と

　社会の安定、持続的な経済成長、環境保護、国際競争力の獲得のた
めに、近年中国政府は新エネルギー市場の拡大、関連する核心技術の
自主開発を強力に推進している。本編では、日々変化する市場がどの
ような事業機会を生み出すのかについて示唆を提示する。

変わる中国の新エネルギー市場、
生まれる事業機会と示唆

を
考
え
る
と
、
新
た
な
油
田
が
発
見
さ
れ

な
い
場
合
、
5
年
後
に
は
当
該
地
域
の
石

油
資
源
が
枯
渇
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
中
国
は
一
次
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
石
炭
に
依
存
し
て
い
た
。
一
次

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
石
炭
に
よ
る
火

力
発
電
が
占
め
る
割
合
は
、
米
国
で
約

23
％
、
日
本
で
は
約
19
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
中
国
で
は
56
％
以
上
も
占
め
て
い
る
。

石
炭
火
力
発
電
は
環
境
負
荷
が
高
く
、
石

炭
埋
蔵
量
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
に
代
わ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
急

務
と
な
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
原
子
力
を
除
い
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
を
全
発
電
量
15
％
以

上（
２
０
２
０
年
）ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
持
続
的
発
展
を
目
指
す
こ
と
が

中
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
長
期
発

展
計
画
の
目
標
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

中
国
政
府
は
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た

め
に
も
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
重
視
し
て

お
り
、
技
術
の
輸
入
か
ら
自
主
開
発
へ
の

シ
フ
ト
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。

政
府
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
新
た
な

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

09
年
8
月
に
《
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興
計

画
基
本
草
案
》（
以
下
「
草
案
」
と
省
略
）が

発
表
さ
れ
た
。
草
案
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
目
標
値
が
従
来
と
比
べ
て
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

従
来
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
展
の
優
先
順

位
は
、
水
力
発
電
、
原
子
力
、
風
力
、
バ

イ
オ
燃
料
、
最
後
に
太
陽
光
と
な
っ
て
い

た
が
、
公
表
予
定
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興

計
画
で
は
追
加
の
財
政
助
成
措
置
が
盛
り

込
ま
れ
る
見
込
み
で
、
太
陽
光
発
電
に
対

す
る
助
成
措
置
が
手
厚
く
盛
り
込
ま
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会（
国

家
発
改
委
）エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
が
起
草

し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
卸
電

力
割
当
制
基
準
に
関
す
る
提
案
」
で
は
、

発
電
会
社
以
外
に
送
配
電
会
社
に
対
し
て

も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
定
量
購
入

を
義
務
づ
け
る
も
の
と
す
る
。（
送
配
電
会

社
に
対
す
る
Ｒ
Ｐ
Ｓ
制
度
）。

中
国
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
発
展
に
お

け
る
問
題
点

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
が
発
展
す
る
中
で
、

様
々
な
問
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。

一
つ
は
、
大
規
模
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

に
は
技
術
障
壁
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
系
統
連
係
技
術
を
例
に
挙
げ
る
と
、

風
力
資
源
が
豊
富
で
発
電
が
盛
ん
な
西
部

地
域
で
は
、
黄
砂
が
原
因
で
系
統
連
係
設

備
の
故
障
が
多
発
し
て
い
る
。
08
年
時
点

で
、
設
置
済
み
風
力
発
電
設
備
１
０
０
０ 

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
う
ち
２
０
０ 

万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
設
備
が
系
統
連
係
問
題
の
た
め
、
発

電
不
能
な
状
態
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実

際
の
設
備
稼
働
率
は
極
め
て

低
く
、
08 

年
の
中
国
全
土

の
風
力
発
電
設
備
年
平
均
稼

働
時
間
数
は
２
０
０
０ 

時

間
に
満
た
な
い
。

さ
ら
に
、
政
府
が
推
進
し

て
い
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に

必
要
な
技
術
も
不
足
し
て
い

る
。
風
力
、
太
陽
光
で
発
電

し
た
場
合
、
発
電
量
が
一
定

で
は
な
い
た
め
、
一
時
的
に

送
配
電
網
に
高
負
荷
が
か
か

り
、
送
配
電
で
き
な
く
な
る

現
象
が
発
生
す
る
。
こ
れ
を

避
け
る
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
技
術
の
導
入
は
必

須
と
な
る
。

系
統
連
係
や
ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
設
備
の
建
設
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
建

設
と
並
行
し
て
計
画
的
に
行
わ
れ
る
必
要

が
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
中
国
で
は
後
回

し
に
さ
れ
て
い
る
。
技
術
的
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
も
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
起
こ
っ
て
い
る

構
造
変
化

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に
関
す
る
政
策
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
の
構
造
自
体
も
変
化
し
て
い
る
。
中

国
の
太
陽
光
発
電
産
業
を
例
に
挙
げ
る

と
、
新
規
参
入
や
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

上
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
変
え
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
続
出
し
て
い
る
。

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
川
上
で
は
、
太
陽

電
池
の
原
材
料
と
な
る
ポ
リ
シ
リ
コ
ン
産

業
へ
新
規
参
入
す
る
プ
レ
ー
や
ー
が
続
出

し
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
淘
汰
の
時
代

に
突
入
し
て
お
り
、
今
後
２
、３
年
間
で

数
社
の
勝
ち
組
企
業
が
生
き
残
る
こ
と
に

な
る
。
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風力	 　1,000万kW～	 　　3,000万kW	 　　　　1.5億kW

太陽光	 　1,000万kW以下	 　　173万kW	 　　　　2,000万kW

原子力	 　10万kW以下	 　　4,000万kW	 　　　　8,000万kW
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